
第1部 ～シンポジウム～

お申込み
お問い合わせ

第14回

新潟こころの発達医学研究会
niigata_kokoronohattatsu@yahoo.co.jp
お名前、ご所属、ご職業（職種）、返信⽤アドレスを記⼊し、メールにてご連絡ください。携
帯アドレス可ですが、予め上記アドレスからメールを受信できる設定にしておいてください。
ご不便をおかけして申し訳ありませんが、事務処理の都合上、申し込みはメールでのみ承りま
す。なお対象は、⼀般の⽅々、教育・保育・医療・福祉・相談等関係者の⽅々、⼤学⽣・⼤学
院⽣など本テーマに関⼼のある⽅々です。

15:20〜16:20
「⼦どものゲーム依存︖〜予防と対策を考える〜」
座⻑︓染⽮ 俊幸 先⽣ (新潟⼤学医学部⻑・⼤学院医⻭学総合研究科精神医学分野教授)
講師︓吉川 徹 先⽣ (愛知県医療療育総合センター中央病院⼦どものこころ科 部⻑)

吉川先⽣はわが国を代表する児童精神科医で、昨年、⼦どもたちのゲームや
ネットに関するご著書を出版されました。今回はご著書の内容をご紹介頂くと
ともに、⼦どもたちのゲーム・ネットとの付き合い⽅、発達障害とゲーム・
ネットとの関係、などについてお話し頂きます。

第2部 ～特別講演～

14:00〜14:10 開会のあいさつ

15:10〜15:20 休憩

参加費無料
定員先着500名

16:20〜16:30 閉会のあいさつ

COVID-19感染拡⼤の状況により【完全オンライン開催】とします。

7月30日 13:00～受付開始

2022年

土

14:10〜15:10
「新潟⼤学発達精神医学グループの取り組み」
座⻑︓江川 純 先⽣ (新潟⼤学医⻭学総合病院精神科 講師)
演者︓吉永 清宏 先⽣ (新潟⼤学⼤学院医⻭学総合研究科地域精神医療学寄附講座 特任助教)

江川 純 先⽣ (新潟⼤学医⻭学総合病院精神科 講師)
杉本 篤⾔ 先⽣ (新潟⼤学⼤学院医⻭学総合研究科地域精神医療学寄附講座 特任准教授)

新潟⼤学精神医学教室の発達精神医学グループの取り組みを紹介します。インターネット・ゲーム
障害脳機能イメージング研究(吉永先⽣)、⾃閉スペクトラム症の脳機能解明を⽬指すサル研究(江川
先⽣)、ヒト脳機能イメージング研究(杉本先⽣)、新潟県の児童精神ケア体制の構築について(杉本
先⽣)、新潟県の児童精神科医の育成について(杉本先⽣)などをご紹介します。


